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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年11月期第１四半期の連結業績（平成27年12月１日～平成28年２月29日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年11月期第１四半期 1,894 △3.1 383 △75.6 351 △76.9 207 △76.2 

27年11月期第１四半期 1,956 － 1,572 － 1,521 － 873 － 
 
（注）包括利益  28年11月期第１四半期 193 百万円 （△77.8％）   27年11月期第１四半期 872 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年11月期第１四半期 28.96 － 

27年11月期第１四半期 150.65 － 

（注）平成27年11月期第１四半期及び平成28年11月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については 
   希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年11月期第１四半期 22,213 7,808 35.2 1,114.62 

27年11月期 23,281 7,900 33.9 1,093.89 
 
（参考）自己資本 28年11月期第１四半期 7,808 百万円   27年11月期 7,900 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
27年11月期 － 0 － 0 0 
28年11月期 －         
28年11月期（予想）   0 － 0 0 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成28年11月期の連結業績予想（平成27年12月１日～平成28年11月30日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 12,482 173.9 3,052 7.8 2,778 4.5 1,681 1.2 238.63 

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

２．当社は平成28年１月22日の取締役会決議に基づき、当第１四半期連結会計期間において自己株式216,600株の
取得を行いました。連結業績予想の「１株当たり当期純利益」については、当該自己株式の取得の影響を考慮
しております。 

３．当社は、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しております。詳細は、添付資料３ページ「１．当
四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

    新規 －社 （社名）－、 除外 －社 （社名）－ 
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の
見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年11月期１Ｑ 7,222,500 株 27年11月期 7,222,500 株 

②  期末自己株式数 28年11月期１Ｑ 216,600 株 27年11月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年11月期１Ｑ 7,167,700 株 27年11月期１Ｑ 5,796,333 株 

 
※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終

了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。 

 

（四半期決算補足説明資料の入手方法） 

 四半期決算補足説明資料は、平成28年４月12日（火）にＴＤｎｅｔで開示するとともに、当社ホームページにも掲

載いたします。 

 



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… ２

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ２

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… ３

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… ３

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………………………… ３

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… ３

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… ３

３．継続企業の前提に関する重要事象等 ………………………………………………………………………………… ３

４．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… ４

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… ４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… ５

四半期連結損益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ５

四半期連結包括利益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… ７

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… ７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… ７

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… ７

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… ８

 

- 1 -

ファーストブラザーズ㈱　（3454）
平成28年11月期　第１四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。 

 

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高、株安といった金融資本市場の不安定な動きの中、消費

動向等への懸念により、緩やかな回復基調から一転して弱さがみられております。また、先行きについては、観光

需要の増加やローン金利の低下への期待感がある一方で、海外景気の下振れリスクや金融資本市場の動向が企業、

家計のマインドに与える影響など、不透明な要素があります。

 不動産金融業界におきましては、資金調達環境が引き続き良好であり、J-REIT市場の時価総額が10兆円を超えて

推移し、２月には初めて11兆円を突破するなど投資資金の流入が続いている他、私募REIT組成の動きが広がるな

か、投資家層の多様化が期待されております。また、不動産売買市場においては、日本銀行のマイナス金利政策の

影響による資金調達コストの低下や、オフィスビル等の賃料上昇への期待を背景に、国内外の投資家の投資意欲は

依然として旺盛であり、不動産の取得競争が活発化し流動性の高い状態が継続しております。 

 このような事業環境の中、当社グループは、既存の投資案件のバリューアップを行うとともに、当社グループの

投資案件に対する目利きやバリューアップの実績を活かし、十分な投資リターンが見込める投資案件の発掘に努め

てまいりました。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,894,776千円（前年同四半期比3.1％減）、営業利益

383,442千円（前年同四半期比75.6％減）、経常利益351,765千円（前年同四半期比76.9％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益207,561千円（前年同四半期比76.2％減）となりました。 

 なお、当第１四半期連結累計期間の業績は、前年同四半期比で減益であり、平成28年11月期通期の業績予想に対

する進捗率も低くなっております。このように、当社グループの四半期業績は、当社グループの運用するファンド

（投資運用事業）又は自己勘定投資（投資銀行事業）において投資案件の売却を行う時期等により大きく変動する

ため、当社は事業計画を年間で作成し、管理しております。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

（投資運用事業）

 投資運用事業につきましては、既存の投資案件に係るアセットマネジメントフィー及び投資案件の売却に伴うデ

ィスポジションフィーの計上等があったものの、前年同四半期に計上した投資案件の売却に伴う多額のインセンテ

ィブフィーが当第１四半期にはなかったことから、売上高は74,348千円（前年同四半期比95.5％減）、営業損失は

5,650千円（前年同四半期は営業利益1,526,671千円）となりました。

 

（投資銀行事業）

 投資銀行事業につきましては、自己勘定投資案件（賃貸不動産等）からの賃料収入が順調に拡大したことに加

え、自己勘定投資案件（賃貸不動産等）の売却が寄与したことから、売上高は1,843,968千円（前年同四半期比

499.1％増）、営業利益は541,697千円（前年同四半期比174.4％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,067,478千円減少し、22,213,945千円とな

りました。これは主に、仕掛販売用不動産が222,076千円、投資その他の資産が733,356千円増加した一方で、現金

及び預金が1,279,727千円、販売用不動産が996,677千円減少したことによるものであります。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて975,816千円減少し、14,405,021千円となり

ました。これは主に、短期借入金が450,000千円増加した一方で、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含

む。）が671,178千円、未払法人税等が579,019千円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて91,661千円減少し、7,808,923千円となり

ました。これは主に、自己株式取得により自己株式が285,657千円増加したこと、また、親会社株主に帰属する四

半期純利益の計上により利益剰余金が207,561千円増加したことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成28年11月期通期の業績予想につきましては、平成28年１月14日に公表いたしました業績予想に変更はありま

せん。平成27年11月期においては第２四半期連結累計期間の業績見通しも開示しておりましたが、当社グループの

事業計画は年間で作成しているため、通期の連結業績見通しのみを開示することといたしました。

 なお、業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可

能性があります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 会計方針の変更

 （企業統合に関する会計基準等の適用）

  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

  企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（4）、連結会計基準第44－５項（4）及

び事業分離等会計基準第57－４項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

  これによる損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年11月30日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年２月29日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,040,609 2,760,882 

信託預金 574,700 545,657 

売掛金 91,149 90,426 

販売用不動産 16,191,402 15,194,724 

仕掛販売用不動産 － 222,076 

繰延税金資産 156,627 159,974 

営業貸付金 453,000 460,000 

営業投資有価証券 694,532 859,157 

その他 501,356 608,674 

貸倒引当金 △147,720 △146,720 

流動資産合計 22,555,659 20,754,853 

固定資産    

有形固定資産 180,076 180,391 

無形固定資産 3,901 3,557 

投資その他の資産 541,786 1,275,143 

固定資産合計 725,764 1,459,091 

資産合計 23,281,423 22,213,945 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 － 450,000 

1年内返済予定の長期借入金 352,156 387,032 

未払法人税等 734,509 155,490 

賞与引当金 － 41,345 

その他 472,752 306,205 

流動負債合計 1,559,417 1,340,072 

固定負債    

長期借入金 12,961,757 12,255,703 

その他 859,664 809,245 

固定負債合計 13,821,421 13,064,948 

負債合計 15,380,838 14,405,021 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,589,830 1,589,830 

資本剰余金 1,913,110 1,913,110 

利益剰余金 4,377,602 4,585,163 

自己株式 － △285,657 

株主資本合計 7,880,543 7,802,447 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 20,041 6,476 

その他の包括利益累計額合計 20,041 6,476 

純資産合計 7,900,585 7,808,923 

負債純資産合計 23,281,423 22,213,945 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年12月１日 

 至 平成27年２月28日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年12月１日 
 至 平成28年２月29日) 

売上高 1,956,122 1,894,776 

売上原価 102,655 1,201,784 

売上総利益 1,853,467 692,992 

販売費及び一般管理費 280,644 309,549 

営業利益 1,572,823 383,442 

営業外収益    

受取利息 163 407 

受取配当金 9 3,303 

受取賃貸料 1,002 1,002 

還付加算金 8 － 

デリバティブ評価益 － 6,961 

その他 5 0 

営業外収益合計 1,188 11,675 

営業外費用    

支払利息 23,700 38,187 

支払手数料 393 2,737 

株式交付費 21,222 － 

株式公開費用 6,504 － 

その他 587 2,426 

営業外費用合計 52,408 43,351 

経常利益 1,521,603 351,765 

特別利益    

関係会社清算益 － 5,499 

特別利益合計 － 5,499 

特別損失    

固定資産除却損 0 － 

特別損失合計 0 － 

税金等調整前四半期純利益 1,521,603 357,265 

法人税、住民税及び事業税 646,387 151,212 

法人税等調整額 2,001 △1,508 

法人税等合計 648,388 149,703 

四半期純利益 873,214 207,561 

親会社株主に帰属する四半期純利益 873,214 207,561 

 

- 5 -

ファーストブラザーズ㈱　（3454）
平成28年11月期　第１四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年12月１日 

 至 平成27年２月28日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年12月１日 
 至 平成28年２月29日) 

四半期純利益 873,214 207,561 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △952 △13,564 

その他の包括利益合計 △952 △13,564 

四半期包括利益 872,262 193,996 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 872,262 193,996 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は平成28年１月22日開催の取締役会決議に基づき、当第１四半期連結会計期間において自己株式216,600株の

取得を行いました。この結果、当第１四半期連結会計期間において自己株式が285,657千円増加し、当第１四半期連

結会計期間末において自己株式が285,657千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年12月１日 至 平成27年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  投資運用事業 投資銀行事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,648,337 307,785 1,956,122 － 1,956,122 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
5,539 － 5,539 △5,539 － 

計 1,653,877 307,785 1,961,662 △5,539 1,956,122 

セグメント利益 1,526,671 197,426 1,724,097 △151,274 1,572,823 

（注）１．セグメント利益の調整額△151,274千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年12月１日 至 平成28年２月29日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  投資運用事業 投資銀行事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 50,808 1,843,968 1,894,776 － 1,894,776 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
23,539 － 23,539 △23,539 － 

計 74,348 1,843,968 1,918,316 △23,539 1,894,776 

セグメント利益又は損失（△） △5,650 541,697 536,047 △152,605 383,442 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△152,605千円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

１．多額な資金の借入

① 子会社であるファーストブラザーズキャピタル㈱において、不動産信託受益権の取得資金の調達を目的と

して、次の借入契約を平成28年３月16日に締結し、借入を行っております。

借入先の名称  ：㈱横浜銀行

借入金額    ：1,430,000千円

借入利率    ：基準金利にスプレッドを加味した利率

借入の実行時期 ：平成28年３月18日

借入の返済期限 ：平成58年４月30日

担保提供資産  ：不動産信託受益権

 

② 子会社であるファーストブラザーズキャピタル㈱において、不動産信託受益権の取得資金の調達を目的と

して、次の借入契約を平成28年３月28日に締結し、借入を行っております。

借入先の名称  ：㈱みずほ銀行

借入金額    ：6,200,000千円

借入利率    ：基準金利にスプレッドを加味した利率

借入の実行時期 ：平成28年３月28日

借入の返済期限 ：平成43年３月31日

  担保提供資産  ：不動産信託受益権
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